
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会

二
〇
一
〇
年
十
二
月

山
陰
研
究

第
三
号

抜
刷

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）



【
史
料
紹
介
】

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）

福
岡
世
徳
文
書
研
究
会

（
竹
永
三
男
・
沼
本
龍
・
大
國
由
美
子
・

小
林
奈
緒
子
・
本
井
優
太
郎
）

〔
解
説
〕

本
誌
前
号
に
続
い
て
今
回
翻
刻
す
る
史
料
は
、
一
八
八
九
年
に
市
制
を
施
行
し

た
松
江
市
の
初
代
市
長
に
就
任
し
、
一
九
一
一
年
ま
で
四
期
、
足
か
け
二
三
年
に

つ
き
の
り

わ
た
っ
て
同
市
長
を
務
め
た
福
岡
世
徳
が
、
出
張
・
公
務
従
事
の
際
に
常
時
携
帯

し
、
旅
程
・
旅
費
・
出
張
先
で
の
用
務
内
容
や
出
張
途
次
の
見
聞
を
詳
細
に
記
録

し
た
「
公
務
手
帳
」（
松
江
市
北
堀
町
・
福
岡
家
所
蔵
。
一
二
冊
が
伝
存
）
の
第
五

冊
・
第
六
冊
で
あ
る
。
前
号
「
解
説
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
福
岡
世
徳
文
書
」

と
「
公
務
手
帳
」
の
史
料
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
一
号
掲
載
の
「
初
代
松

江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
四
）」
の
「
解
説
」
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
今
回
翻
刻

す
る
第
五
冊
・
第
六
冊
に
書
き
留
め
ら
れ
た
、
一
九
〇
一
年
と
一
九
〇
三
年
の
記

事
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
記
す
。

〔「
公
務
手
帳
」
第
五
冊
〕

今
回
翻
刻
す
る
二
冊
の
「
公
務
手
帳
」
の
中
、
第
五
冊
に
は
六
回
の
旅
（
出
張
）

の
記
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（【
表
１
】）。

①
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
一
月
一
八
日
〜
三
月
二
七
日
の
東
京
市
へ
の
旅

記
事
冒
頭
に
は
、
六
九
人
の
人
物
の
住
所
・
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

【表１】福岡世徳「公務手帳」第五冊所収の市長の旅

目的

鉄道速成事件につき
上京＊

小松宮彰仁帰松につき
出迎え

小松宮彰仁見送り

関西各市協議会出席（津市）
中橋徳五郎と馬潟浚渫の件
相談（大阪市）

凱旋軍隊歓迎会・招魂祭出席

招魂祭出席

＊ 「備忘禄」による

行先

東京市

鳥取県東伯郡
倉吉町

島根県簸川郡
杵築町

三重県津市・
大阪市

島根県那賀郡
浜田町

島根県那賀郡
浜田町

旅行期間

１月１８日～３月２７日

４月２２日～４月２３日

４月２５日～４月２６日

５月１１日～５月２２日

７月５日～７月１５日

９月１２日
～９月２０日＊

旅行年

１９０１年
（明治３４）

山
陰
研
究
（
第
三
号
）
二
〇
一
〇
年
十
二
月

－９０－
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五



の
内
容
は
、
島
根
県
関
係
の
政
治
家
・
名
望
家
議
員
な
ど
の
ほ
か
、
松
田
正
久
ら

立
憲
政
友
会
幹
部
・
党
員
、
若
槻
礼
次
郎
・
岸
清
一
ら
在
京
の
島
根
県
出
身
有
力

者
が
中
心
で
、
こ
の
出
張
で
の
福
岡
世
徳
市
長
の
訪
問
予
定
先
、
即
ち
活
動
目
的

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。「
備
忘
録
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
出
張
の
目
的
は
「
鉄
道
速
成

事
件
」
と
あ
る
が
、
そ
の
活
動
内
容
自
体
は
、
日
々
の
記
事
が
な
い
た
め
不
明
で

あ
る
。
そ
の
一
方
、
記
事
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
東
京
市
所
感
」
と
題
す
る
一
一
項

目
の
覚
書
か
ら
、
都
市
の
衛
生
行
政
、
教
育
行
政
を
中
心
に
、
こ
の
旅
の
中
で
市

長
が
視
察
・
見
聞
し
た
都
市
行
政
課
題
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

往
路
の
岡
山
県
坪
井
の
宿
で
は
「
鳥
取
県
代
議
士
西
谷
金
蔵
氏
来
ル

同
宿
ス
」

と
さ
れ
て
い
る
（
西
谷
は
鳥
取
県
郡
部
選
出
の
立
憲
政
友
会
代
議
士
、
実
業
家
）。

な
お
、
こ
の
出
張
は
、
六
九
日
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
る
。

②
一
九
〇
一
年
四
月
二
二
日
〜
二
三
日
、
二
五
日
〜
二
六
日
の
鳥
取
県
倉
吉
町
、

島
根
県
杵
築
町
へ
の
旅

小
松
宮
彰
仁
親
王
の
行
啓
に
際
し
、
こ
れ
を
倉
吉
に
赴
い
て
出
迎
え
、
松
江
滞

在
後
は
、
杵
築
ま
で
見
送
っ
た
旅
で
あ
る
。
慌
た
だ
し
い
日
程
で
あ
っ
た
が
、
出

迎
え
に
際
し
て
は
、
一
旦
倉
吉
ま
で
出
か
け
て
こ
こ
で
小
松
宮
宿
舎
に
「
伺
候
」

し
た
後
、
翌
日
改
め
て
米
子
で
出
迎
え
て
松
江
ま
で
同
行
し
て
い
る
。
皇
族
の
送

迎
の
方
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
記
事
で
あ
る
。

③
一
九
〇
一
年
五
月
一
一
日
〜
二
二
日
の
三
重
県
津
市
・
大
阪
市
へ
の
旅

今
日
の
全
国
市
長
会
の
前
身
で
あ
る
関
西
各
市
協
議
会
が
津
市
で
開
催
さ
れ
た

際
、
同
会
に
出
席
の
た
め
出
張
し
た
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
会
議
を
担
当
し

た
津
市
の
応
対
の
様
子
が
極
め
て
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る
ほ
か
、
伊
勢
神
宮
参

拝
の
記
録
も
書
き
と
め
て
い
る
。
帰
途
、
福
岡
世
徳
は
、
大
阪
市
で
中
橋
徳
五
郎

（
逓
信
官
僚
か
ら
大
阪
商
船
会
社
社
長
に
転
じ
て
い
た
。
後
、
代
議
士
、
原
敬
内
閣

の
文
部
大
臣
な
ど
歴
任
）
と
会
談
し
「
馬
潟
疏
浚
ノ
事
ヲ
談
シ
」
て
い
る
。
往
路

で
は
、
鳥
取
県
板
井
原
に
至
る
「
途
中
鉄
道
報
告
付
心
付
キ
」
と
し
て
政
府
宛
の

建
議
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
当
面
す
る
市
政
の
課
題
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

④
一
九
〇
一
年
七
月
五
日
〜
一
五
日
の
島
根
県
浜
田
町
へ
の
旅

陸
軍
歩
兵
第
二
十
一
聯
隊
の
帰
還
歓
迎
と
招
魂
祭
に
出
席
す
る
た
め
、
浜
田
に

出
張
し
た
旅
の
記
録
で
あ
る
。
陸
軍
聯
隊
関
係
者
多
数
と
の
面
会
や
式
典
出
席
と

い
う
多
忙
な
用
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
高
等
女
学
校
や
監
獄
の
視
察
を
行
っ
て
い

る
市
長
の
、
都
市
行
政
に
対
す
る
精
力
的
な
取
り
組
み
ぶ
り
が
見
て
取
れ
る
。

⑤
一
九
〇
一
年
九
月
一
二
日
〜
二
〇
日
の
島
根
県
浜
田
町
へ
の
旅

陸
軍
歩
兵
第
二
十
一
聯
隊
の
招
魂
祭
出
席
の
た
め
、
再
び
浜
田
町
に
出
張
し
た

記
録
で
あ
る
。
自
由
党
系
の
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
て
以
来
、
そ
の
政
治
的
立

場
を
一
貫
さ
せ
て
き
た
福
岡
世
徳
は
、
立
憲
政
友
会
創
立
の
翌
一
九
〇
一
年
、
同

会
島
根
県
支
部
の
創
立
に
も
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
の
準
備
過
程
に
関
す
る
記
事

も
見
ら
れ
る
。

〔「
公
務
手
帳
」
第
六
冊
〕

以
上
「
公
務
手
帳
」
第
五
冊
に
は
、
松
江
市
長
と
し
て
の
通
常
の
用
務
が
多
面

的
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
続
い
て
翻
刻
す
る
「
公
務
手
帳
」
第
六
冊
に
は
、
一
九

〇
三
年
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」
の
詳
細
な
視
察

記
事
と
、
同
年
、
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
に
よ
る
府
県
廃
合
計
画
が
伝
え
ら
れ
た
際

の
上
京
活
動
記
事
の
二
件
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
（【
表
２
】）。

①
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
四
月
六
日
〜
一
八
日
の
大
阪
市
へ
の
旅

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歴
史
的
研
究
と
し
て
は
、
松
田
京
子
『
帝
国
の
視

線

博
覧
会
と
異
文
化
表
象
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
同
書
で

一
六
六

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）

－８９－



松
田
氏
は
、
こ
の
博
覧
会
が
世
紀
転

換
期
に
開
催
さ
れ
た
と
い
う
時
代
性

に
着
目
し
、「『
文
化
』
を
表
象
す
る

こ
と
の
政
治
性
」
を
問
い
直
し
、「
国

民
意
識
」
と
「
帝
国
意
識
」
の
不
即

不
離
の
関
係
と
そ
の
在
り
方
を
究
明

す
る
と
い
う
方
法
的
意
味
を
も
つ

「
場
」
と
し
て
、
こ
の
博
覧
会
の
「
台

湾
館
」「
学
術
人
類
館
」
と
そ
の
「
展

示
」
に
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
博
覧
会
で
設
け
ら
れ
た
、「
生

身
」
の
人
間
を
展
示
す
る
「
学
術
人

類
館
」
に
対
し
て
は
、
在
日
清
国
人

留
学
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
沖
縄
か
ら
抗
議
・
非
難
が
寄

せ
ら
れ
た
（「
人
類
館
事
件
」）。
福
岡

世
徳
市
長
が
「
公
務
手
帳
」
に
記
録

し
た
の
が
、
こ
の
博
覧
会
で
あ
っ
た
。

福
岡
世
徳
の
博
覧
会
視
察
は
、
四

月
八
日
か
ら
一
四
日
に
至
る
七
日
間
に
も
及
び
（【
表
３
】）、「
公
務
手
帳
」
に
は

各
種
展
示
の
詳
細
と
市
長
自
身
の
観
察
・
批
評
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
学
術
人

類
館
」
に
つ
い
て
は
、
視
察
初
日
の
八
日
に
、「
人
類
館
ヲ
観
ル

印
度
人

阿
弗

利
加
人

北
海
道
ア
イ
ヌ
等
ア
リ
」
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

「
公
務
手
帳
」
の
視
察
記
の
ほ
と
ん
ど
は
、
島
根
県
の
出
展
内
容
の
紹
介
と
、
他
府

県
の
出
展
と
比
較
し
て
の
批
評
記
事
で
あ
る
。
松
江
市
の
振
興
策
の
策
定
・
実
施

に
市
長
と
し
て
全
精
力
を
注
い
で

い
た
市
長
の
関
心
は
、
文
字
通
り

「
勧
業
」
の
実
際
の
研
究
に
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

②
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
九

月
一
七
日
〜
一
〇
月
九
日
の
東

京
市
へ
の
旅

一
九
〇
三
年
、
第
一
次
桂
太
郎

内
閣
は
、
行
財
政
整
理
の
一
環
と

し
て
府
県
の
統
廃
合
を
計
画
し
た
。

こ
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
福

岡
世
徳
は
、
早
速
上
京
し
、
松
江

藩
主
家
当
主
の
松
平
直
亮
伯
爵
や
、

政
府
要
路
、
立
憲
政
友
会
関
係
者
、

在
京
の
島
根
県
出
身
者
を
精
力
的

に
訪
ね
、
情
報
収
集
と
陳
情
活
動

を
行
っ
た
。
今
回
翻
刻
し
た
「
公

務
手
帳
」
に
は
往
復
の
旅
程
の
み

が
記
さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
の
存

廃
の
行
方
、
そ
れ
と
関
わ
っ
て
特

に
松
江
市
に
あ
る
「
県
庁
」
が
存

続
す
る
か
否
か
に
極
度
の
神
経
を

と
が
ら
せ
て
い
た
市
長
の
上
京
活

動
の
詳
細
な
記
録
は
、
福
岡
世
徳

の
「
明
治
三
十
六
年
九
月

在
京

【表２】福岡世徳「公務手帳」第六冊所収の市長の旅

目的

第５回内国勧業博覧会視察

第一次桂太郎内閣の府県廃合
計画につき情報収集・陳情①

注：① この上京活動の一部始終は、福岡世徳『明治三十六年九月 在京日記』（竹
永三男・島根大学法文部近現代史ゼミナール「初代松江市長・福岡世徳文
書（一）」『山陰地域研究（伝統文化）』第６号、１９９０年に全文翻刻）に記録があ
り、その詳細な分析は、竹永三男「第一次桂太郎内閣下の府県廃合計画
と福岡世徳・松江市長の上京活動」『松江市史研究』第１号、２０１０年で行って
いる。

行先

大阪市

東京市

旅行期間

４月６日～４月１８日

９月１７日～１０月９日

旅行年

１９０３年
（明治３６）

【表３】福岡世徳市長の第五回内国勧業博覧会視察日程（１９０３年４月）

見 学 施 設 等

会場各館、島根県売店、人類館

島根県事務所、工業館、植物園、農業館、水産館、売店

会場、美術館、林業別館

売店、会場

松平子爵と面会、農業館、水産館、各府県売店

売店、造幣局泉布館、水道水源地、高津神社、四天王寺、実業補習学校視察

堺水族館、妙国寺蘇鉄、参考館

島根県事務所（帰松挨拶）

出典：福岡世徳「公務手帳」第六冊による。

日

８日

９日

１０日

１１日

１２日

１３日

１４日

１５日
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六
七

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）



日
記
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
既
に
翻
刻
・
発
表
し
て
お
り
（
竹
永
三
男

・
島
根
大
学
法
文
学
部
近
現
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
一
）」『
山
陰

地
域
研
究
（
伝
統
文
化
）』
第
六
号
、
一
九
九
〇
年
）、
そ
の
記
事
を
中
心
と
し
、
関
連
史
料

に
も
基
づ
い
た
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
で
（
竹
永
三
男
「
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
下
の
府
県

廃
合
計
画
と
福
岡
世
徳
・
松
江
市
長
の
上
京
活
動
」『
松
江
市
史
研
究
』
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
手
帳
の
記
載
は
、
文
字
ど
お
り
の
走
り
書
き
、
薄
い
鉛
筆
書
き
な
ど
の

読
み
づ
ら
い
箇
所
が
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
研
究
会
同
人
の
沼
本
龍
・
大
國

由
美
子
（
法
文
学
部
歴
史
学
教
室
卒
業
）
が
解
読
し
た
も
の
を
、
研
究
会
の
場
で

読
み
合
わ
せ
て
検
討
し
、
当
面
の
確
定
版
を
作
成
し
た
。

（
竹
永
三
男
）

〔
凡
例
〕

一

漢
字
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。

二

合
体
字
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
と
し
た
。

三

原
文
に
な
い
句
読
点
は
付
さ
ず
、
判
読
し
や
す
い
よ
う
に
一
字
空
け
と
し
た
。

四

不
明
文
字
・
判
読
不
能
文
字
は
、
字
数
に
従
い
、
□
□
、

と
し
た
。

本
冊
は
、
鉛
筆
に
よ
る
走
り
書
き
の
部
分
が
多
く
、
加
え
て
用
紙
が
変
色
し

て
い
る
た
め
、
判
読
不
明
文
字
が
多
く
な
っ
た
。

五

抹
消
文
字
は
二
重
抹
消
線
で
示
し
、
訂
正
文
字
を
原
文
に
従
い
左
右
に
記
し

た
。

六

文
字
サ
イ
ズ
は
同
一
と
し
、
割
注
の
み
小
さ
く
し
た
。

七

別
表
に
掲
げ
た
各
回
の
出
張
を
明
示
す
る
た
め
、
翻
刻
者
に
よ
っ
て
当
該
箇

所
に
《

》
を
付
し
た
小
見
出
し
を
設
け
た
。

八

文
字
群
を
実
線
で
囲
ん
で
あ
る
箇
所
は
、
そ
の
ま
ま
文
字
囲
み
で
示
し
た
。

九

単
純
な
計
算
式
を
記
載
し
た
部
分
は
、
判
読
不
明
箇
所
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

翻
刻
せ
ず
〔
計
算
式
あ
り
〕
と
の
み
記
し
た
。

一
〇

原
文
の
改
行
は
、
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
以
外
は
追
い
込
み
と
し
た
。

一
一

第
六
冊
の
記
事
に
は
、
日
々
の
経
費
が
縦
書
手
帳
に
横
書
で
記
さ
れ
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
分
か
り
易
い
よ
う
に
罫
線

を
補
っ
て
当
該
箇
所
に
記
し
た
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
〇
一
〇
年
度
山
陰
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
の
解
読
・
翻
刻
・
研
究
と

『
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
―
史
料
と
研
究
』（
仮
題
）
の
刊
行
」（
課
題
番
号
〇
八

〇
三
。
研
究
代
表
者
・
竹
永
三
男
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
表
紙
）

〔
明
治
三
四
年

手
帳

第
五
冊
〕

・
表
紙
「
明
治
三
十
四
年
」

・
タ
テ

一
〇
㎝

・
ヨ
コ

七
・
八
㎝

・
本
文

八
八
ペ
ー
ジ
（
ペ
ー
ジ
欠
落
有
り
）

一
六
八

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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杵
築
村
大
字
田
野
原

右
田

芝
南
佐
久
間
町
東
奥
館

一
円
正
□

二
千
三
百
四
十
八

烏
森
筑
波
館

麻
布
我
善
坊
町
十
番

西
山
志
澄

《
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）・
東
京
市
出
張
》

卅
四
年
一
月
十
八
日
出
発
東
京
行

麹
町
區
一
番
丁
四
十
二
番
地

今
村
長
賀

麹
町
區
五
番
町
二
番
地

伊
藤
大
八

麹
町
區
五
番
町
十
八
番
地

石
塚
重
平

麹
町
區
下
六
番
町
四
十
五
番

波
多
野
安
久
里

牛
込
箪
笥
町
四
十
四
番

原
田
赳
城

麹
町
八
丁
目
二
番
地
小
林
方

花
房
正
治

麹
町
三
番
町
十
番
地

西
保
豐
一

京
橋
區
築
地
三
丁
め
金
水
館

星
野
甚
右
衛
門

下
谷
區
上
野
黒
門
町
十
七
番

本
阿
弥
成
善

小
石
川
區
餌
差
町
三
十
二
番

本
阿
弥
親
善

麻
布
材
木
町
三
十
八
番

戸
田
忠
幸

本
所
押
上
町
百
十
七
番

太
田
徳
基

麹
町
區
富
士
見
町
五
丁
目
七
番
地

大
浦
兼
武

南
豊
島
郡
千
駄
ヶ
谷
村
六
百
四
十
四

落
合
豊
三
郎

神
田
竪
大
工
町
廿
二
番
市
村
方

小
原
善
平

本
所
表
町
四
十
六
番

渡
部
和
光

牛
込
矢
来
町
八

若
槻
礼
次
郎

永
田
町
二
丁
目
廿
八
番

河
野
廣
中

赤
坂
榎
坂
町
五
番

門
脇
重
雄

元
園
町
一
丁
目
五
十
番

平
河
町
一
丁
目
十
三

谷
清
瀬

牛
込
矢
来
町
八
番
地
十
一
号

高
橋
鐐
次
郎

牛
込
北
町
九
番

武
熊
長
秋

四
ツ
谷
愛
住
町

玉
井
清
水

麹
町
中
六
番
町
十
二
番

曽
我
部
道
夫

神
田
三
崎
町
三
丁
め
一
番

恒
松
隆
慶

京
橋
區
木
挽
町
二
丁
め
水
明
館

並
河
理
二
郎

小
石
川
區
江
戸
川
町
五
番
地

梅
謙
次
郎

京
橋
區
西
紺
屋
町
二
十

鵜
飼
猛

元
園
町
二
丁
め
十
二
番

桑
谷
武
一
郎

牛
込
拂
方

九

小
石
川
表
町
二
十
番

山
口
宗
義

駿
河
臺
北
甲
賀
町
五
番

山
田
恒
太
郎

麹
町
區
一
番
町
廿
七

山
上
義
雄

牛
込
市
ヶ
谷
加
賀
町
二
丁
め
廿
一

松
平
直
平

麹
町
區
永
田
町
二
丁
目
七
番

松
本
正
友

芝
西
久
保
神
谷
町
十
八
番

松
田
正
久

四
谷
荒
木
町
二
十
七

藤
坂
松
太
郎

京
橋
區
木
挽
町
二
丁
め
十
四
厚
生
館

寺
崎
至

小
石
川
久
竪
町
七
十
四
番

青
山
武
一
郎

マ
キ

日
本
橋
區
上
槙
町
廿
一
朝
倉
外
茂
鉄

－８６－

一
六
九

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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永
田
町
二
丁
め
七
番

櫻
井
三
郎
右
衛
門

四
谷
仲
ノ
町
三
丁
め
三
十
二
番

佐
々
友
房

本
郷
駒
込
追
分
町
三
十
番

斎
藤
巳
三
郎

芝
公
園
第
十
五
号

加
賀
町
一
番

岸
清
一

土
手
三
番
町
十
一

北
尾
漸
一
郎

下
谷
下
根
岸
町
三
十
一
番

椎
野
正
次
郎

赤
坂
高
樹
町
一
二

志
立
範
蔵

赤
坂
溜
池
二
番

重
野
謙
次
郎

麹
町
區
紀
尾
井
町
三

下
村
房
次
郎

横
濱
宮
崎
町
五
番

樋
口
久
吉

小
石
川
久
竪
町
三
十
四

持
田
直
澄

本
郷
區
森
川
町
十
七

鈴
木
信
勝

赤
坂
仲
ノ
町
十
一

篠
崎
五
郎

芝
烏
森
町
五
番

川
島
軍
之
丞

赤
坂
新
町
三
丁
め
卅
七

櫻
井
駿

麻
布
三
河
臺
町
十
四

桑
原
羊
次
郎

岐
阜
縣
大
垣

磯
貝
静
蔵

牛
込
築
土
八
幡
町
廿
六
番

法
令
索
引
大
全

川
口
操

（
マ
マ
）

京
橋
南
紺
屋
町
賣
讀
新
聞
社
後

吉
田
弁
護
士

（
マ
マ
）

井
上
園
了
著
中
等
女
子
子
修
身
書

壱
円
廿
五
銭

日
本
橋
通
旅
篭
町

株
式
会
社
集
英
堂

麻
布
仲
ノ
丁
九
番
地

望
月
右
内

共
立
女
子
職
業
学
校

神
田
一
ツ
橋

鉄
道
作
業
局
長
代
理

平
井
某

神
田
連
雀
町
十
八
番
佐
々
木
利
助
方

河
野
忠
三

日
本
橋
區
通
り
二
丁
め
十
四
番
丸
六
支
店

電
話
八
百
七
十
八

右
田
古
文

神
田
西
小
川
町
一
丁
目
十
一
番

渡
部
龍
一
郎

赤
坂
臺
町
七
十
七
番

西
覚

木
挽
一
丁
目
亀
井
橋
ノ
前
加
藤
靴
店

松
代
正
典

第
一
理
科
第
二
文
科

此
別
ハ
何
レ
ニ
テ
モ

牛
込
若
宮
町
廿
七
番

福
島
仲
之
助

普
通
学
務
局
長

柳
澤
政
太
郎

澤
柳
政
太
郎

電
話

番
町
七
百
三
十
四
番

松
平
子
爵

日
本
橋
區
本
銀
町
四
丁
め
九
番

本
局
五
百
十
七

法
律
新
聞
社

二
番
地

新
橋
二
千
十
九
番

石
谷

明
治
三
十
四
年
一
月
十
八
日

雪
天

午
前
七
時
半
松
江
出
帆

十
時
前
米
子
着

舩
四
ノ
宮
ニ
テ
休
憩

十
時
二
十
分

發

零
時
四
十
分
溝
口
ヘ
着

住
田
宗
一
方
ニ
テ
昼
飯

一
時
廿
五
分
溝
口
ヲ
發

ス

雪
歇
ミ
三
時
過
ヨ
リ
日
光
漏
射
稍
温
ヲ
覚
フ

六
時
板
井
原
ニ
着

鉄
問
屋

ニ
宿
ス

コ
テ
ツ
ヤ
千
代

十
九
日

半
晴

午
前
七
時
二
十
分
板
井
原
發

午
後
一
時
四
十
分
勝
山
ニ
着

岸
屋
ニ
テ
午
飯

二
時
廿
五
分
勝
山
發

同
五
時
坪
井
着

河
田
屋
ニ
宿
ス
七
時
鳥
取
県
代
議
士
西

谷
金
蔵
氏
来
ル

同
宿
ス

廿
日

半
晴

午
前
四
時
五
十
分
坪
井
發

六
時
廿
五
分
津
山
着

山
長
ニ
於
テ
小
憩

七
時
仝

所
發

九
時
十
五
分
岡
山
ニ
着

木
村
旅
店
ニ
投
ス

午
飯
ヲ
喫
ス

午
後
一
時

廿
六
分
岡
山
發

四
時
五
十
分
神
戸
着

吉
田
旅
店
ニ
投
ス

夕
飯
ヲ
喫
ス

此
一
七
〇

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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日
午
前
ハ
頗
ル
寒
冷
ナ
リ
シ
カ
岡
山
ヲ
發
シ
テ
ヨ
リ
稍
温
暖
ヲ
覚
フ

午
后
六
時

神
戸
ヲ
發
ス

廿
一
日

雨
天

午
前
十
時
三
十
八
分
新
橋
着
車

改
正
刑
法
理
由
書

四
十
銭
神
田
裏
神
保
町
六
番
地

済
実
館
書
店

麻
布
新
龍
土
町
十
二
番

小
倉
寛
一
郎

四
ツ
谷
区
内
藤
町
壱
番
地

森
友
次
郎
妹

石
黒

野
間

高
岡

□
□
野

重
野

北

濱
野

降
旗

中
津

〔
計
算
式
あ
り
〕

一
金
弐
百
○
九
圓
七
十
五
銭

受
取

一
金
九
十
四
円
三
十
八
銭

東
京
ニ
於
テ
受
取

十
八
日

一
弐
拾
壱
銭
五
厘

米
子
迄
舟
賃

米
子
棒
持
先
代

同一
拾
五
銭

溝
口
昼
飯

同一
拾
五
銭

十
銭
ハ
溝
口

五
銭
ハ
米
子

茶
代

同一
壱
円
四
拾
銭

車
賃
四
円
ノ
内
渡
ス

宿
料

一
三
十
五
銭

□
料

一
弐
拾
五
銭

茶
代

〆
弐
円
五
十
銭
五
厘

十
九
日

一
五
十
銭

車
夫
渡

一
弐
銭
五
厘

わ
ら
じ
つ
ま
ご

一
八
銭

両
所
茶
代

一
三
十
銭

車
鼻
引
賃

一
二
十
銭

昼
飯

一
二
十
銭

茶
代

一
四
拾
銭

宿
料

一
弐
拾
五
銭

茶
代

一
金
弐
銭
五
里

み
か
ん

〆
壱
円
九
十
八
銭

廿
日

一
弐
円
拾
銭

人
力
車
代
四
円
ノ
内

一
拾
五
銭

津
山
小
憩
茶
代

一
七
拾
八
銭

津
山
ヨ
リ
岡
山
マ
テ
キ
車
賃

一
弐
拾
八
銭

岡
山
昼
飯

一
五
銭

中
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
リ
車
賃

一
弐
拾
銭

茶
代
内

五
銭
下
女

一
三
十
五
銭

神
戸
夕
飯

三
一
弐
拾
銭

茶
代

内
十
銭
下
女

一
三
十
三
銭

車
中
入
用

計
四
円
五
十
四
銭

廿
一
日

一
三
十
二
銭

宿
�
車
賃

一
弐
拾
銭

安
着
電
報

一
壱
円

宿
へ
土
産

－８４－

一
七
一

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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一
三
十
銭

下
女
よ
ね
へ

計
五
十
弐
銭

外

八
円
八
十
銭

東
京
�
キ
車

右
計

十
八
円
三
十
四
銭
五
厘

東
京
市
所
感

（
マ
マ
）

一
高
等
女
学
校
教
諭
ノ
件
ニ
付
梅
野
高
等
小
学
校
訓
導
ヲ
転
セ
タ
テ
ハ
如
何

一
二
月
十
六
日
ノ
時
事
新
報
ニ
官
吏
ノ
俸
給
ヲ
増
シ
テ
人
員
ヲ
減
ス
ヘ
シ
ト
ノ

論
説
ヲ
讀
ミ
市
吏
員
陶
汰
ノ
必
要
ヲ
感
ス

○
一
東
京
市
ニ
於
テ
ハ
汚
物
掃
除
ノ
車
ヲ
一
人
ニ
テ
挽
ク

高
知
市
モ
同
様
ナ
リ

一
学
務
専
任
吏
ニ
千
酌
ハ
如
何

一
山
本
日
本
銀
行
総
裁
ノ
演
説
中
昨
年
ノ
外
国
貿
易
輸
出
入
ノ
金
計
四
億
九
千

一
百
五
十
餘
萬
圓
ニ
上
リ
開
港
以
来
未
曾
有
ノ
高
ナ
リ

其
内
輸
入
ノ
輸
出

ニ
超
過
ス
ル
コ
ト
ハ
千
三
百
十
三
万
円
餘
ノ
多
キ
ニ
達
ス

之
ヲ
前
年
ニ
比

較
ス
ル
ト
キ
ハ
輸
入
ニ
於
テ
六
千
六
百
九
十
三
万
円
餘
ヲ
増
加
シ
輸
出
ニ
於

テ
一
千
七
十
二
万
円
ヲ
減
ス
云
々

（
マ
マ
）

一
塵
溜
箱
ヲ
適
当
ノ
場
所
ニ
備
置
キ
之
ヲ
塵
芥
ヲ
捨
ツ
ル
事

箱
ノ
形
状
ニ
最

モ
注
意
ス
ヘ
キ
事

一
二
月
廿
八
日
博
物
館
ヲ
観
ル

一
字
金
論
座
像
木
像
ナ
リ

一
三
月
二
日
ノ
山
陰
新
聞
投
書
籠
欄
内
ニ
戸
籍
役
場
受
付
時
間
ニ
関
ス
ル
記
事

ア
リ
注
意
ヲ
要
ス

一
各
課
事
ム
ノ
執
リ
方
ヲ
精
査
ス
ル
ノ
要
ア
リ

一
散
薬
ヲ
飲
ム
ト
キ
之
ヲ
包
ム
モ
ノ
ハ
「
ヲ
ム
ラ
ー
ト
」

一
金
尾
知
事
実
業
学
校
視
察
ノ
結
果
若
松
ヘ
徒
弟
ヲ
市
費
ニ
テ
遣
ハ
シ
テ
ハ
如

何
ト
ノ
照
会
ヲ
受
ク

一
人
一
ヶ
年
三
十
円
ノ
由
ナ
リ

三
月
廿
四
日

雨
天

午
後
零
時
三
十
分
東
京
新
橋
発
□

〔
以
下
、
頁
破
損
〕

〔
頁
破
損
〕

岸
屋
〔
以
下
、
頁
破
損
〕
発
四
時
十
分
新
庄
ヘ
着

同
所
よ
り
歩
行
シ
六
時
四
十

五
分
板
井
原
ヘ
着

鉄
問
屋
ニ
投
ス

新
庄
車
夫

山
中
春
吉

廿
七
日

晴

一
時

午
前
七
時
板
井
原
出
発

正
午
米
子
着

零
時
同
所
発
舩

三
時
半
帰
宿
ス

米
子
二
リ

淀
江
二
リ
半

御
来
屋
一
里
廿
二
丁

○
下
市
二
リ
十
四
丁

赤
崎
二
リ
餘

由
良
弐
里
三
十
丁

倉
吉

〔
計
算
式
あ
り
〕

《
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）・
鳥
取
県
倉
吉
町
、
島
根
県
杵
築
町
出
張
》

三
十
四
年
四
月
廿
二
日
午
后
四
時
廿
分

小
松
宮
殿
下
御
来
松
付
伯
州
倉
吉
�
奉
迎
ノ
為
メ
發
ス

六
時
半
米
子
着
米
五
ニ

投
宿

廿
二
日
雨

午
前
七
時
廿
分
米
子
發

零
時
三
十
分
赤
崎
ニ
着

昼
飯

一
時
半
出
発

四
時

半
倉
吉
ヘ
着
シ
東
伯
館
ニ
休
憩
ス

五
時
弐
十
分
小
松
宮
殿
下
御
着
在
セ
ラ
ル

六

五
時
四
十
分
御
旅
館
ニ
伺
候

五
時
過
倉
吉
發

八
時
由
良
ニ
着

仕
立
屋
ニ
投

ス廿
三
日
曇

午
前
五
時
半
由
良
ヲ
發
ス

正
午
米
子
ニ
着

米
五
ニ
投
ス

四
時
半
小
松
宮
殿

下
ヲ
奉
迎
シ
テ
六
時
半
帰
松

一
七
二

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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廿
五
日

午
前
七
時
小
松
宮
殿
下
御
送
リ
ノ
為
メ
出
發

今
市
ニ
テ
昼
飯

午
后
二
時
過
杵

築
ニ
テ
一
泊

翌
廿
六
日
六
時
出
発

庄
原
ヨ
リ
乗
舩
午
前
十
時
四
十
分
帰
松
ス

車
夫

坪
井
卯
八

江
戸
堀
北
通
二
丁
目

原
文
助

本
郷
區
臺
町
卅
六
番

旭
館

福
岡
禄
太
郎

本
町
四
丁
目
三
十
四
番

吉
田

津
停
車
場
前

松
坂
屋

《
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）・
三
重
県
津
市
及
び
大
阪
市
出
張
》

明
治
三
十
四
年
五
月
津
市
ヘ
出
張
ノ
旅
費

金
六
十
一
円
九
十
五
銭

外
ニ

金
弐
十
円

持
出

計
金
八
十
一
円
九
十
五
銭

内

金
弐
円
三
十
銭

洋
傘

金
壱
円

木
村
返
金

差
引金

七
拾
八
円
六
十
五
銭

（
カ
）

外
ニ
八
十
銭
ト
銅
貨
十
銭
余

内
五
円

板
井
原
ニ
テ
中
島
渡

四
円
六
十
五
銭

キ
車
賃

津
ヘ
着
迄
入
費
凡
ソ
十
六
円
餘

四
圓
四
十
弐
銭

帰
リ
懸
キ
車

明
治
三
十
四
年
五
月
十
一
日
出
發

関
西
各
市
協
議
会
ニ
出
席
ノ
為
メ
津
市
ニ
出

張同
日
曇
天
小
雨

午
前
七
時
四
十
分
松
江
發
舩

十
時
米
子
ニ
着

腕
車
ヲ
雇
ヒ
十
時
半
出
發

零

時
五
十
分
溝
口
ニ
着

住
田
宗
一
方
ニ
テ
昼
飯

一
時
廿
分
發

六
時
半
板
井
原

ニ
着

鉄
問
屋
ニ
投
ス

途
中
鉄
道
報
告
付
心
付
キ

一
政
府
ニ
建
議
其
處
次
期
議
会
ノ
事
ヲ
書
キ
加
フ
ヘ
キ
事

一
姫
鳥
線
ノ
処
政
府
ニ
テ
一
億
五
千
万
円
ト
改
正
ノ
計
画
ア
リ
シ
コ
ト
ヲ
書
キ
加

フ
ヘ
キ
事

十
二
日
晴
午
後
雨

午
前
五
時
三
十
分
板
井
原
發

八
時
半
美
甘
着

同
所
小
憩
ス

直
ニ
出
發

十

一
時
廿
分
勝
山
ニ
着

き
し
屋
ニ
テ
昼
飯

零
時
廿
分
發

五
時
四
十
分
津
山
ニ

着

山
長
小
林

ニ
テ
休
憩

六
時
十
五
分
發
ノ
�
車
ニ
乗
リ
八
時
五
十
分
岡
山
ニ
着

山
陽
停
車
場
前
山
岡
小林

ニ
投
ス

十
三
日
晴

午
前
七
時
四
分
岡
山
發

十
一
時
半
神
戸
ニ
着

吉
田
旅
館
ニ
於
テ
昼
飯

午
後

一
時
四
十
五
分
神
戸
發

六
時
三
十
分
草
津
着

魚
清
楼
事
園
清
次
郎
方
ニ
投
ス

善
六
ノ
本
姓
名

十
四
日
快
晴

小
曽
木
六
左
衛
門

午
前
七
時
五
十
分
草
津
發

柘
植
及
亀
山
ニ
テ
乗
替

十
一
時
五
分
津
市
ニ
着

東
町
善
六
方
ニ
投
ス

○
高
橋
並
留
守
ヘ
電
報
ヲ
發
ス

津
市
ノ
待
遇

松
坂
屋
ニ
書
記
出
張

休
憩
所
ヲ
設
ケ
茶
ヲ
供
シ
旅
館
ヲ
指
定
シ
旅
館
�
ノ
車

－８２－
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賃
マ
テ
示
ス

宿
ニ
投
ス
ル
ヤ
本
日
發
刊
ノ
伊
勢
新
聞
ヲ
贈
ル

旅
館
ハ
八
畳

（
マ
マ
）

一
間
ニ
テ
清
潔
ナ
ラ
ス

座
蒲
團
ハ
絹
地
ナ
ル
モ
至
テ
粗
ナ
リ

庭
ノ
揃
木
ノ

模
様
ハ
頗
ル
□
、
下
婢
ノ
服
装
至
テ
粗
野
ニ
シ
テ
不
潔
ノ
方
ナ
リ
、
暫
時
ニ
シ

テ
座
蒲
團
ヲ
取
替
ヘ
タ
リ

此
夜
市
街
散
歩

刀
剣
商
店
ニ
テ
刀
剣
數
口
ヲ
観
ル

十
時
帰
宿

不
在
中
当
市
長
助
役
訪
問
セ
ラ
ル

十
五
日
曇
天

午
前
九
時
會
場
ニ
出
席

縣
會
議
事
堂
扣
所
ハ
三
間
ニ
九
間
ノ
所
ニ
テ
休
憩
中
茶

ヲ
供
ス

会
議
番
号
ハ
十
七
番
ナ
リ

十
一
時
四
十
分
閉
会
帰
宿

開
会
ノ
始
メ
当
市
長
ヨ
リ
挨
拶
ノ
後
本
縣
書
記
官
知
事
代
知
事
ハ

上
京

ト
シ
テ
挨
拶
ア
リ

午
後
三
時
ヨ
リ
公
園
ニ
当
市
長
ヨ
リ
案
内
ア
リ

コ
ー
ヒ
ー
ヲ
供
ス

又
抹
茶
ヲ

供
ス

園
内
ヲ
逍
遙
シ
五
時
帰
宿
ス

十
六
日
朝
小
雨
午
後
晴

午
前
八
時
會
場
ニ
出
席

九
時
前
開
会

各
市
共
口
答
問
題
ヲ
減
シ
午
后
四
時
半

（
内
脱
カ
）

各
問
題
ヲ
議
了
シ
退
散

市
役
所
員
ノ
案
ニ
テ
津
市
商
品
陳
列
所
建
築
地
ヲ
見

（
實
？
）

工
費
一
万

六
千
円

寶
松
院
ノ
繪
画
展
覧
會
ヲ
見
ル

木
村
武
山
ノ
説
明
ア
リ

茶
菓
ノ
饗
応
ア

リ

五
時
半
帰
宿
ス

十
七
日
小
雨
後
半
晴

八
時
会
場
出
席

八
時
半
開
會

決
定
ノ
件
左
ニ

一
来
年
会
議
ノ
市
ハ
丸
亀

一
井
原
書
記
官
臨
場
付
挨
拶
ノ
為
メ
廣
島
和
哥
山
両
市
長
縣
廰
ニ
出
頭
ノ
事

一
来
年
ヨ
リ
問
題
ハ
必
開
会
前
ヘ
提
出
ス
ヘ
キ
事

九
時
廿
分
閉
会

九
時
廿
分
ヨ
リ
阿
漕
浦
楯
干
鯛
漁
ヲ
観
ル

同
所
ニ
於
テ
仮
小
屋
ニ
テ
昼
飯

零

時
退
出

引
懸
養
正
尋
常
小
学
校
参
観

二
時
前
帰
宿
ス

小
学
校
ニ
付
テ
ハ
別
ニ
記
ス
ル
程
ノ
事
ナ
シ
ト
雖
モ
授
業
中
教
室
ノ
整
頓
セ
シ

ハ
感
服
ナ
リ

午
後
二
時
ヨ
リ
大
観
亭
ニ
於
テ
懇
親
會
ア
リ

會
席
左
右
各
四
間
ニ
九
間
中
二
間

ニ
九
間
ノ
大
�
席
中
央
ニ
舞
臺
ア
リ

九
時
帰
宿

十
八
日
雨

午
前
七
時
四
十
分
阿
漕
發

十
時
山
田
ニ
着

内
宮
鳥
羽
二
見
ニ
行
賓
田
館
参
観

二
見
楼
ニ
於
テ
神
苑
會
ノ
饗
應
ヲ
受
ケ
三
時
過
發

四
時
十
五
分
山
田
着

外

宮
参
拝
六
時
發

八
時
半
帰
宿

十
九
日
晴

（
マ
マ
）

午
前
八
時
四
十
分
津
發

午
後
三
時
廿
分
分
大
坂
着

原
文
方
ニ
投
ス

四
時
ヨ

リ
山
城
氏
ト
散
歩

中
ノ
島
公
園
ヨ
リ
心
斎
橋
通
ヲ
過
道
頓
堀
ニ
至
リ
松
島
ゲ
ン

長
方
ニ
於
テ
料
理
ヲ
食
フ

肴
四
品

酒
壱
本

壱
円
五
十
銭

七
時
過
帰
宿

廿
日
晴

午
前
八
時
中
橋
徳
五
郎
氏
ヲ
訪
ヒ
馬
潟
疏
浚
ノ
事
ヲ
談
シ
十
時
過
帰
宿

立
花
某

ノ
案
内
ニ
テ
大
坂
築
港
工
事
ヲ
観
四
時
半
帰
宿

暫
時
休
シ
山
本
ト
共
ニ
散
歩

七
時
帰
宿

十
時
廿
分
大
坂
ヲ
發
ス

山
城
□
替

宿
料

築
港
往
復
車
賃

ス

テ
ー
シ
ョ
ン
�
仝
上

廿
一
日
晴

午
前
三
時
三
十
分
岡
山
ニ
着

山
長
ニ
休
憩
朝
飯

六
時
十
分
岡
山
發

八
時
廿

八
分
津
山
着

同
所
ヨ
リ
腕
車
ニ
乗
リ
零
時
三
十
分
久
世
ニ
着

漆
屋
ニ
於
テ
昼

飯

一
時
同
所
出
發

午
前
十
二
時
久
世
ニ
着

う
る
し
屋
ニ
テ
昼
飯

午
後
一

時
出
發
勝
山
ヨ
リ

降
雨

六
時
過
新
庄
ニ
着

福
島
屋
ニ
テ
宿
泊

廿
二
日
曇
天

午
前
第
六
時
出
發

十
一
時
五
十
分
溝
口
ニ
着

住
田
宗
一
方
昼
飯

零
時
三
十

分
出
發

二
時
半
米
子
着

同
三
時
米
子
發

五
時
帰
宅

一
七
四

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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〔
計
算
式
あ
り
〕

《
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）・
浜
田
町
出
張
》

三
十
四
年
七
月
五
日
出
發
浜
田
ヘ
出
張

四
十
弐
円
七
十
八
銭

内
五
円

今
市
ニ
テ
小
具
へ

壱
円

江
津
ニ
テ
仝
上

壱
円
四
十
四
銭

河
上
ヘ
進
物

十
三
銭

車
賃
取
替

卅
四
年
七
月
五
日
曇
午
後
雨

午
前
七
時
四
十
五
分
松
江
發

十
時
庄
原
着

直
チ
ニ
發
車

十
一
時
廿
分
今
市

着

泉
屋
事
内
藤
亀
三
郎
方
ニ
於
テ
昼
飯

正
午
今
市
發

小
田
ニ
テ
小
憩

午

（
マ
マ
）

后
七
時
太
田
着

安
来
屋
投
宿

六
日
雨

午
前
六
時
發

十
一
時
四
十
分
大
家
ヘ
着

同
所
ニ
テ
昼
飯

午
後
零
時
四
十
分

（
マ
マ
）

發

六
時
郷
津
ニ
着

同
所
ニ
宿
ス

解
語
花
牽
乗
月
客

七
日
曇
午
后
半
晴

午
前
七
時
發

十
一
時
過
濱
田
着

新
町
佐
々
木
正
次
郎
方
ニ
投
宿

一
時
過
兵

営
訪
問

竹
中
聯
隊
長
新
妻
大
隊
長
ニ
面
會

第
一
第
二
中
隊
長
ヲ
訪
ヒ
竹
中
大

佐
新
妻
少
佐
ノ
宅
ヲ
訪
ヒ
那
賀
郡
役
所
ヲ
訪
フ

郷
田
書
記
官
正
木
中
村
古
川
諸

郡
長
ト
歓
迎
宴
會
ノ
事
協
議
セ
リ

十
四
日
ニ
決
定

四
時
五
十
分
帰
宿
ス

八
日
雨

午
前
六
時
廿
分
人
力
車
ヲ
雇
ヒ
海
岸
歓
迎
所
ニ
往
キ
車
ヲ
返
シ
八
時
頃
ヨ
リ
軍
隊

順
次
上
陸

最
後
ニ
西
山
大
隊
長
上
陸

一
同
将
校
控
所
ニ
テ
挨
拶

直
チ
ニ
歓

迎
者
整
列
所
ニ
至
リ
定
ノ
場
所
ニ
整
列
ス

九
時
過
行
軍
帰
営

此
處
よ
り
車
ヲ

雇
ヒ
西
山
大
隊
長
ヲ
其
寓
ニ
訪
問
シ
十
時
帰
宿
ス

九
日
半
晴

午
前
六
時
三
十
分
歓
迎
所
ニ
至
ル

七
時
ヨ
リ
軍
隊
上
陸

八
時
半
頃
マ
テ
ニ
歩

（
ニ
脱
カ
）

兵
悉
ク
上
陸

九
時
前
ヨ
リ
進
行
帰
営
付
九
時
半
帰
宿
ス

此
日
右
田
古
文
中
島

卓
矣
岡
本
俊
信
内
田
加
藤
高
橋
三
軍
曹
訪
ハ
ル

午
後
一
時
ヨ
リ
憲
兵
支
部
聯
隊

區
司
令
部
西
山
大
尉
水
町
憲
兵
大
尉
岡
本
俊
信
山
村
信
壽
山
本
磯
兵
衛
郷
田
書
記

官
中
島
卓
矣
ヲ
訪
問
ス

黄
昏
河
上
甚
寿
郎
正
木
芳
介
訪
ハ
ル

十
日
半
晴

午
前
六
時
半
歓
迎
所
ニ
至
ル

七
時
ヨ
リ
軍
隊
上
陸

九
時
前
ヨ
リ
行
進
凱
旋
帰

営

佐
本
少
佐
皆
美
中
尉
ヲ
訪
ヒ
九
時
半
帰
宿
ス

午
後
四
時
ヨ
リ
岡
本
俊
信
右

田
古
文
氏
ヲ
訪
ヒ
市
中
ヲ
散
歩
シ
五
時
過
帰
宿

此
日
水
町
憲
兵
大
尉
訪
ハ
ル

十
一
日
雨

午
前
七
時
山
邨
信
寿
氏
来
訪

八
時
半
高
等
女
学
校
ニ
参
観

十
時
前
ヨ
リ
監
獄

ニ
往
キ
支
署
長
ノ
案
内
ニ
テ
署
内
巡
視

十
一
時
過
帰
宿
ス

午
後
二
時
千
葉
弁

護
士
来
訪

四
時
齋
川
少
佐
樋
口
大
尉
ヲ
訪
問
シ
五
時
ヨ
リ
河
上
氏
ノ
案
内
ニ
テ

掬
翠
亭
ニ
テ
饗
応
ヲ
受
ケ
十
時
過
帰
宿
ス

凱
旋
兵
泉
豊
吉
錦
織
某
来
ル

酒
ヲ

饗
ス

十
二
時
過
去
ル

十
二
日
雨

十
時
ヨ
リ
半
晴

八
時
頃
岡
本
俊
信
氏
訪
ハ
ル

正
午
ヨ
リ
招
魂
際
ニ
臨
ミ
五
時
帰
宿

十
三
日

午
前
七
時
竹
中
富
川
佐
本
西
山
諸
将
校
並
ニ
郡
役
所
河
上
ヲ
訪
ヒ
九
時
三
十
五
分

出
發

一
時
十
分
江
津
ニ
着

昼
飯

午
后
二
時
五
分
發

六
時
五
十
分
大
家
着

市
原
セ
キ
方
投
宿

－８０－
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十
四
日
雨

（
マ
マ
）

午
前
五
時
十
五
分
大
家
ヲ
發
ス

零
時
三
十
分
田
義
着

昼
飯

一
時
四
十
分
田

（
マ
マ
）

義
ヲ
發
ス

六
時
四
十
分
直
江
ニ
着

川
島
屋
ニ
投
ス

十
五
日
晴

午
前
八
時
發
十
一
時
帰
宅

○

《
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）・
浜
田
町
出
張
》

明
治
三
十
四
年
九
月
十
二
日
濱
田
出
張
ニ
関
ス
ル
記
事

一
金
弐
十
九
円
六
十
四
銭

旅
費
十
日
分

外
ニ

四
円
別
持
出

外
弐
円
留
守
ヘ

九
月
十
二
日
晴

午
前
六
時
松
江
發
舩

八
時
半
庄
原
着

同
所
ヨ
リ
車
ヲ
傭

零
時
十
五
分
小
田

ニ
着

錦
織
栄
三
郎
方
ニ
テ
昼
飯

午
后
一
時
小
田
發

六
時
二
十
分
大
森
着

高
橋
一
作
方
ニ
投
ス

十
三
日
晴

十
時
前
よ
り
曇
小
雨

午
前
六
時
四
十
分
大
森
ヲ
發
ス

午
后
一
時
十
分
浅
利
ヘ
着

浅
野
庄
之
助
方
ニ

テ
昼
飯

二
時
發
七
時
濱
田
着

新
町
佐
々
木
方
ニ
投
ス

十
四
日
晴

午
前
七
時
四
十
分
竹
中
聯
隊
長
ヲ
其
寓
ニ
訪

不
在

河
上
氏
ヲ
訪
フ

面
會

（
マ
マ
）

新
聞
株
入
ノ
事
ヲ
協
義
ス

結
果
左
ノ
如
シ

一
株
入
ハ
二
株

若
シ
来
年
ノ
撰
挙
ニ
起
ツ
コ
ト
ヽ
ス
レ
ハ
今
一
二
株
ハ
引
受

ク
ヘ
シ

一
俵
延
太
郎
氏
ヘ
株
入
ノ
依
頼
書
ヲ
送
リ
呉
レ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ

一
松
本
正
友
氏
ハ
株
入
ハ
ス
ヘ
キ
モ
多
ク
ハ
入
ラ
ス

支
部
發
会
式
ニ
ハ
必
ス

出
松
ス
ヘ
キ
ニ
付
其
節
確
定
ス
ヘ
シ
ト

八
時
半
一
旦
帰
宿

更
ニ
佐
本
新
妻
西
山
富
川
ノ
四
少
佐
樋
口
大
尉
岡
軍
医
ヲ
訪

ヒ
郡
役
所
聯
隊
司
令
部
憲
兵
□
部
ヲ
訪
ヒ
十
時
帰
宿
ス

十
時
半
根
岸
八
束
郡
長

（
長
欠
カ
）

訪
ハ
ル

午
后
一
時
中
村
飯
石
郡
訪
ハ
ル

同
氏
同
道
根
岸
八
束
郡
長
ヲ
誘
ヒ
金

尾
知
事
ヲ
訪
ヒ
二
時
半
帰
宿
ス

五
時
ヨ
リ
竹
中
聯
隊
長
ノ
招
ニ
應
シ
掬
翠
亭
ノ

宴
会
ニ
臨
ミ
八
時
半
帰
宿
ス

山
本
能
義
郡
長
同
宿
ト
ナ
ル

十
五
日
晴

午
前
八
時
招
魂
祭
場
ニ
臨
時
了
テ
宴
会
場
ニ
臨
ミ
午
后
一
時
過
帰
宿

午
后
五
時

ヲ

竹
中
聯
隊
長
方
ニ
□
訪
前
夕
ノ
饗
応
ヲ
謝
ス

六
時
帰
宿

樋
口
大
尉
栗
田
辰
一

郎
渡
邊
善
五
郎
等
来
ル

酒
ヲ
饗
ス

水
町
大
尉
亦
来
ル

七
時
皆
去
ル

七
時

半
根
岸
井
川
中
村
三
郡
長
来
ル

中
村
井
川
ト
共
ニ
市
中
ヲ
散
歩
シ
八
時
半
帰
宿

十
六
日
晴

午
前
八
時
招
魂
祭
場
ニ
臨
ミ
歩
兵
演
習
ヲ
観
十
一
時
半
帰
宿
ス

十
七
日

午
前
七
時
伊
津
野
司
令
官
ヲ
訪
ヒ
竹
中
聯
隊
長
右
田
古
文
ヲ
訪
ヒ
九
時
帰
宿

十

時
ヨ
リ
紀
念
碑
起
工
式
ニ
臨
ム

恒
松
ヨ
リ
島
根
縣
水
産
會
横
井
ヘ
傳
言

十
月
初
旬
五
六
日
過
ニ
開
會
ス
レ
バ
出

松
ス
ヘ
シ
云
々

十
一
時
半
帰
宿

金
六
円
同
三
円

三
谷
ニ
渡
ス

外

四
円
出
懸
ケ
渡
ス

計
十
三
円

午
后
二
時
濱
田
出
發

五
時
半

〔
頁
欠
落
〕

夜
光
玉

薄
黄

一
七
六

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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玉
揃

白

福
原
男

長
義

高
砂

白

井
手
玉
川

黄

□
□

□
□
□

楼
鏡

桃
色

戸
隠

赤

〔
明
治
三
四
年

手
帳

第
六
冊
〕

・
タ
テ

一
二
・
五
㎝

・
ヨ
コ

六
・
五
㎝

・
本
文

八
一
ペ
ー
ジ

岡
田
刑
法
講
義

獨
乙
リ
ス
ト
刑
法
論

《
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）・
大
阪
市
出
張
》

明
治
三
十
六
年
四
月
第
五
回
内
国
博
覧
會
視
察
ノ
為
メ
登
坂

一
大
坂
宿
所

島
根
縣
事
務
所
付
近

好
静
舘

一
金
五
十
六
圓
六
十
五
銭

旅
費

（
弐
カ
）

外

金
□
圓
五
拾
銭

別
途

（
挟
み
込
み
）

○
高
橋
助
役
ヨ
リ
依
頼
条
件

一
賣
店
管
理
ハ
行
届
キ
居
ル
筈
ナ
ル
カ
果
シ
テ
如
何

一
二
階
装
飾
ハ
華
美
ニ
過
ク
ル
ト
カ
六
十
圓
ノ
窓
懸
ケ
ハ
建
物
不
相
應
ノ
物
ヲ
用

ヒ
タ
ル
ト
カ
ノ
評
ア
リ
如
何

一
委
托
物
ノ
販
賣
并
ニ
陳
列
場
等
ハ
誰
レ
モ
満
足
ヲ
与
フ
ル
方
法
ニ
ナ
リ
居
ル
ヤ

否
ヤ

一
富
田
雇
ノ
事

○
高
橋
捨
蔵
宿
料

南
區
難
波
（
俗
ニ
難
波
ノ
御
蔵
ト
云
）

大
坂
専
賣
支
局
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四
月
六
日
晴

月
曜

午
前
八
時
半
松
江
發

十
一
時
境
着
舩

香
川
ニ
テ
昼
飯

松
境
間
船
賃

舩
中
及
桟
橋

境
敦
間
舩
賃

端
舟
賃

境
昼
飯

舩
中

ツ
ル
ガ
上
陸
舟
賃

０
．２４５
０
．０３０
４
．０００
０
．１８０
０
．２５０
０
．６００
０
．１００

午
後
四
時
十
分
本
舩
山
城
丸
ニ
乗
舩

同
四
時
五
十
分
出
帆
ス

七
日
晴

火
曜

午
前
六
時
十
分
敦
賀
着
港

六
時
五
十
分
上
陸

具
足
屋
ニ
テ
小
憩
喫
飯

ツ
ル
ガ
飯
代

同
茶
代

下
女
心
付

人
力
車

舩
ヨ
リ
12

キ
ロ
�

7

汽
車
賃

大
阪
�

０
．３００
０
．３３０
０
．０７０
０
．１９０
２
．７２０

午
前
十
一
時
五
分
敦
賀
發

午
後
五
時
南
區
生
玉
寺
町
好
静
館
ニ
投
宿

電
報

人
力
車

９
．６１５

０
．２００
０
．２４０
合
計

松
平
直
平
様

中
島
自
由
館

同
八
日
曇
天

水
曜

午
前
九
時
ヨ
リ
小
森
ノ
案
内
ニ
テ
博
覧
会
場
各
館
ヲ
概
観
シ
零
時
島
根
縣
賣
店
ニ

小
憩
中
向
坂
山
本
堀
小
川
三
島
ト
會
シ
共
ニ
復
ヒ
會
場
ニ
入
リ
昼
飯
ヲ
喫
シ
人
類

館
ヲ
観
ル

印
度
人

阿
弗
利
加
人

北
海
道
ア
イ
ヌ
等
ア
リ

午
後
三
時
帰
宿昼
飯

人
類
館
見
料

人
力
車

０
．２００
０
．１００
０
．０７０

午
後
八
時
ヨ
リ
博
覧
會
場
ニ
至
ル

水
曜
日
ナ
ル
ヲ
以
テ
各
館
ノ
屋
根
若
ク
ハ
窓

ニ
電
燈
ヲ
點
シ
殊
ニ
正
門
ニ
ハ
電
燈
多
ク
第
五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
ノ
文
字
電
燈

ニ
テ
點
出
シ
頗
ル
壮
観
ナ
リ
シ

同
九
日
雨
天

木
曜
日

午
前
八
時
島
根
縣
事
務
所
ヲ
訪
問
シ
博
覧
會
場
ニ
至
リ
工
業
館
ヲ
観
場
内
ニ
於
テ

昼
食
ヲ
喫
シ
植
物
園
ヲ
観
農
業
水
産
両
館
ヲ
観
引
懸
ケ
賣
店
ニ
往
キ
四
時
半
帰
宿

ス

昼
飯
岸
松
館

一
□
六
十
五昼

飯
弁
当
代

０
．６００

同
十
日
曇
天

金
曜
日

午
前
十
時
半
ヨ
リ
博
覧
會
場
観
覧

○
土
佐
水
産
珊
瑚

五
千
圓

○
美
術
館

若
狭
瑪
瑙
鴛
鴦
香
合

外
壱
品
ア
リ

画

平
田

小
村
権
三
郎

玉
章

鶏
圖

一
幅
横

雅
邦

瀟
湘
八
景
圖

八
幅

玉
章
屏
風

き
り
志
ま
�

一
双

躑
躅
花
山

水
邊
水
草

一
七
八

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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錦

一
□
□
織
出
佛
画

七
千
數
百
圓

○
林
業
別
館
本
縣
ノ
陳
列
ハ
木
材
、
木
炭
、
竹
、
鍬
等
ア
リ

（
マ
マ
）

場
内
ニ
テ
昼
飯

二
時
半
帰
宿
ス

○
午
前
七
時
ヨ
リ
博
覧
會
場
前
ニ
散
歩
シ
買

物
ヲ
為
シ
八
時
十
五
分
帰
宿
ス

櫛
笄

笄
３
．０００
０
．５００

同
十
一
日
雨
天
午
后
半
晴

土
曜
日

午
前
十
時
宿
車
ニ
テ
賣
店
ニ
往
キ
賣
店
取
締
ノ
事

○
東
京
浅
草

赤
井
景
秋

瑪
瑙
出
品

弐
百
圓
ノ
物
ア
リ

ニ
付
小
森
ニ
問
フ

小
森
ノ
談
左
ノ
如
シ

一
金
銭
上
ノ
事
ハ
総
テ
自
分
ニ
於
テ
取
扱
ヒ
毎
日
賣
上
ケ
金
ヲ
計
算
シ
テ
加
島

銀
行
ニ
預
ケ
各
自
入
用
ノ
時
ニ
銀
行
ヨ
リ
引
出
シ
テ
渡
ス
ヲ
以
テ
不
取
締
ノ

事
ナ
シ

一
日
々
ノ
賣
上
ケ
ハ
長
岡
第
一
高
麗
第
二
川
島
第
三
武
田
第
四
原
第
五
ナ
リ

一
繁
沢
帰
松
以
来
長
岡
川
島
等
ノ
留
守
ヨ
リ
申
越
候
事
ア
リ

川
上
大
ニ
不
平

ヲ
鳴
ラ
シ
居
レ
リ

繁
沢
不
評
判

同
人
帰
松
ノ
后
賣
店
ハ
却
テ
折
合
宜
シ

高
麗
モ
此
度
ハ
格
別
跋
扈
セ
ス
時
々
無
理
ヲ
言
フ
モ
川
上
長
岡
等
之
ヲ
防
キ

都
合
大
ニ
宜
シ

一
富
田
ノ
事
ハ
全
ク
或
ル
日
本
縣
事
務
所
ニ
於
テ
酒
ヲ
飲
ミ
タ
ル
際
富
田
カ
萬

事
下
働
キ
ヲ
為
セ
シ
ニ
依
リ
賄
人
カ
富
田
宛
ニ
注
文
ヲ
出
シ
タ
ル
ト
今
一
ツ

ハ
繁
沢
帰
松
ニ
付
送
別
會
ヲ
開
タ
ル
ト
キ
富
田
カ
一
時
間
計
後
レ
テ
帰
店
シ

タ
ル
ヲ
繁
沢
カ
事
ヲ
棒
大
ニ
話
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
ト
ノ
事
テ
富
田
ノ
事
別
ニ
不

都
合
ノ
事
ハ
無
シ
ト
ノ
事
ナ
リ

○

賣
店
優
待
室
ハ
三
間
半
ニ
二
間
半

座
ニ
ハ
絨
タ
ン
ヲ
敷
天
井

ハ
張
リ
天
井
窓
懸
ケ
等
奇
麗
ナ
リ

丸
卓
子
ニ
長
卓
一
ヲ
置
各

卓
ニ
椅
子
四
个
宛
ヲ
備
別
ニ
長
椅
子
四
个
ヲ
備
フ

卓
子
掛
ケ

等
モ
奇
麗
ナ
リ

賣
店
ノ
模
様
ハ
左
ノ
如
シ

正
午
ヨ
リ
博
覧
會
場
ニ
入
ル

一
東
京
浅
草
赤
井
景
秋
ヨ
リ
瑪
瑙
ノ
金
魚
、
観
音
像
、
象
等
ノ
置
物
ヲ
出
品
セ

リ
観
音
像
弐
百
圓
ト
ア
リ

皆
赤
瑪
瑙
ナ
リ
尤
臺
ニ
青
瑪
瑙
ヲ
用
ヒ
シ
モ
ノ

ア
リ

一
山
口
縣
萩
陶
器
ハ
何
レ
モ
雅
致
ア
ル
モ
ノ
ニ
テ
画
等
ア
ル
モ
ノ
ナ
シ
只
一
品

一
輪
指
ニ
模
様
ノ
付
キ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ

一
東
京
府
出
品
ノ
日
蓮
佛
壇
五
千
円
ナ
リ

午
后
三
時
帰
宿
ス

人
力
車

内
二
銭
ハ
出
懸
ケ
八
銭
ノ
不
足

０
．１２０

同
十
二
日
晴

日
曜
日
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会
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午
前
九
時
松
平
子
爵
ヲ
自
由
亭
ニ
訪
フ

不
在

帰
途
金
甌
尋
常
小
学
校
ニ
往
キ

補
習
学
校
ノ
事
ヲ
問
ヒ
博
覧
會
場
ニ
往
ク

一
農
業
館
内
各
府
縣
繭
ノ
在
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ

只
大
坂
府
真
綿
ア
リ

繭
ハ
二
箱
ノ
ミ

沖
縄
ニ
ハ
全
ク
無
シ

一
徳
島
香
川
等
ノ
縣
水
産
館
ニ
鮑
海
老
ヲ
見
ル

昼
食
西
洋
料
理
ヲ
喫
シ
各
府
縣
賣
店
ヲ
観
覧
シ
午
后
三
時
帰
ル

人
力
車

昼
食

０
．５２０
０
．３５０

午
後
八
時
ヨ
リ
博
覧
會
前
ヘ
散
歩

十
時
帰
宿
ス

墨
二
挺

０
．６００

同
十
三
日
晴

月
曜
日

午
前
九
時
向
坂
氏
出
發
ノ
後
賣
店
事
務
所
ニ
往
キ
明
十
四
日
堺
行
ヲ
小
森
ト
約
シ

（
マ
マ
）

大
坂
坂
泉
布
観
水
道
ノ
水
源
地
高
津
宮
天
王
寺
ヲ
歴
観
シ
午
后
三
時
半
帰
宿
ス

人
力
車

諸
所
見
料

買
物

０
．９２０
０
．２００
２
．７５０

午
后
七
時
実
業
補
習
学
校
ニ
視
察
ス

一
創
立

一
学
年
數

一
生
徒
數

一
年
々
生
徒
増
減

一
往
復
取
締

一
生
徒
父
兄
職
業
別

九
時
帰
宿

襟
懸
１
个

１
．０８０

同
十
四
日
曇
り

火
曜
日

午
前
九
時
ヨ
リ
小
森
ト
共
堺
ニ
行
キ
水
族
館
及
妙
国
寺
蘇
鉄
、
宝
物
ヲ
観
濱
料
理

店
ニ
テ
昼
飯

一
時
半
ノ
�
車
ニ
テ
二
時
大
坂
ニ
帰
ル

堺
昼
飯

キ
車
及
人
力

１
．５００
０
．７２０

二
時
ヨ
リ
博
覧
會
場
ニ
入
ル

○
参
考
館
ノ
陳
列
ハ
外
国
製
品
ニ
テ
諸
器
械
、
染
料
其
他
製
作
品
支
那
朝
鮮
ニ
テ

ハ
陶
器
獣
皮
、
鳥
類
剥
製
等
種
々
ノ
物
ア
リ

五
時
帰
宿
ス

繁
沢
漆
器
台
約
金
小
□

０
．５００

昨
夜
井
川
縣
属
来
訪

山
口
務
氏
審
査
官
ト
シ
テ
来
坂

織
物
審
査
助
手
ノ
事
ニ
付
内
談
ア
リ

松
本

ヲ
紹
介
セ
シ
モ
松
本
氏
上
坂
セ
ス
遺
憾
ナ
リ
ト
ノ
事

同
十
五
日
雨

水
曜
日

宿
拂

茶
代
並
下
女

新
聞
紙
代

３
．６６０
４
．０００
０
．１６０

午
前
七
時
前
原
源
蔵
氏
訪
ハ
ル

八
時
島
根
縣
事
務
所
へ
帰
国
挨
拶
ニ
往
ク

午

前
十
時
大
坂
發停

車
場
�
人
力
車

岡
山
�
キ
車

０
．２６０
２
．４００

一
八
〇

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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�

四
時
四
十
分
岡
山
着

木
村
旅
店
ニ
投
ス

油
（
ビ
ン
ツ
ケ
）

ヱ
リ
カ
ケ

□
□

宿
料

茶
代
並
下
女
心
付

０
．５５０
０
．５６０
０
．２５０
０
．８００
０
．７００

午
前
十
時
津
山
着

同
十
一
時
五
十
分
坪
井
着
昼
飯

津
山
�
キ
車

車
中

津
山
ヨ
リ
坪
井
�
人
力

坪
井
昼
飯

坪
井
茶
代

０
．９５０
０
．０６０
０
．３９６
０
．２００
０
．１００

零
時
廿
分
坪
井
發

六
時
廿
分
美
甘
ニ
着

十
銭

勝
山
ニ
テ

三
十
銭
美
甘
ニ
テ

車
夫
ニ
渡
ス

十
銭
江
尾
ニ
テ

宿
料

茶
代

０
．４００
０
．２００

同
十
七
日
曇

金
曜
日

午
前
六
時
美
甘
發

峠
�
馬
賃

０
．２５０

十
時
廿
分
江
尾
ニ
着

同
所
ニ
於
テ
昼
飯
ヲ
喫
ス

昼
飯
並
卵
代

茶
代

０
．２４０
０
．１００

十
一
時
江
尾
ヲ
發
ス

午
後
二
時
半
米
子
ニ
着

米
五
ニ
投
ス

人
力
車

坪
井
ヨ
リ
米
子
�

宿
料

茶
代

下
女

２
．３００
０
．５００
０
．５００

同
十
八
日

土
曜
日

午
前
九
時
廿
分
米
子
發

博
覧
會
ニ
関
ス
ル
事

（
シ
脱
カ
）

１
一
全
体
ノ
規
模
豫
想
ヨ
リ
小
ナ
リ
事

５
一
縮
緬
ハ
上
州
、
滋
賀
、
富
山
、
山
口
、
諸
縣
ニ
ア
リ

６
一
羽
二
重
ハ
福
井
富
山
石
川
等

６
一
漆
器
ハ
各
府
縣
無
キ
ハ
ナ
シ

就
中
静
岡
、
福
島
、
名
古
屋
三
十

万
圓

石
川
東
京

（
他
カ
）

大
坂
京
都
等
最
多
シ

本
縣
ノ
漆
器
ハ
多
ニ
同
様
ノ
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
以
テ
将
来

望
ミ
ア
ル
如
シ

一
銅
器
ハ
富
山
縣
最
タ
リ

名
古
屋
三
重
等
ニ
モ
ア
リ

東
京
大
坂
京
都
ニ
モ

ア
リ

然
レ
ト
モ
富
山
ノ
外
ハ
多
カ
ラ
ス

○
度
々
審
査
官
来
リ
遠
所
ノ
分

ヲ
疑
フ
モ
ノ
�
如
シ

３
一
本
縣
ノ
陳
列
場
所
ハ
総
テ
側
面
殊
ニ
肝
腎
ナ
ル
製
作
工
業
場
ノ
位
置
表
面
ニ

瑪
瑙
工
細
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
其
他
ハ
宜
シ
カ
ラ
ス

一
陶
器
ハ
他
ニ
同
程
ノ
物
無
キ
ヲ
以
テ
将
来
望
ミ
ア
ル
�

山
口
萩
焼
ノ
事

４
一
陳
列
位
置
ノ
宜
シ
カ
ラ
サ
ル
ハ
専
ラ
生
産
額
ノ
多
カ
ラ
サ
ル
ニ
因
ル
ト
ノ
事

途
中
茶
代

０
．６００
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�

�
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�

�

�

ナ
リ

一
美
術
館
ハ
別
館
、
本
縣
ノ
出
品
多
シ

一
教
育
館
ハ
本
縣
ノ
物
観
ル
ニ
足
ラ
ス
十
露
盤
写
真
諸
表
ア
ル
ノ
ミ

位
置
尤

（
ズ
脱
カ
）

モ
宜
シ
カ
ラ
シ
テ
淡
□
ナ
リ

２
一
各
府
縣
ノ
出
品
□
術
ニ
就
テ
ハ
頗
ル
進
歩
セ
シ
ニ
相
違
ナ
シ

前
回
ト
ノ
比

較
ハ
審
査
報
告
ノ
上
明
瞭
ナ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ

一
農
業
館
ハ
本
縣
陳
列
位
置
ハ
敢
テ
他
ニ
劣
ラ
ス

門
構
ノ
両
側
ニ
繭
ト
米
ト

ヲ
陳
列
セ
シ
如
キ
就
中
繭
ノ
出
品
ノ
多
キ
事
他
府
ニ
最
タ
ル
如
キ
ハ
養
蚕
地

タ
ル
ニ
恥
チ
サ
ル
ノ
感
ア
リ

繭
ノ
出
品
ハ
各
府
縣
共
ニ
有
リ

大
坂
ニ
至

テ
ハ
二
箱
ノ
ミ

沖
縄
ノ
ミ
ハ
出
品
ナ
シ

猶
一
般
装
飾
ニ
力
ヲ
盡
セ
シ
如

シ

和
歌
山
ノ
蜜
柑
山
奈
良
ノ
�
山
ノ
如
キ
観
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ

林
一
農
産
館
本
縣
陳
列
ノ
位
置
ハ
宜
シ
カ
ラ
サ
ル
ニ
非
サ
レ
ト
モ
出
品
物
少
數
ナ

ル
ヲ
以
テ
極
メ
テ
狭
隘
物
品
ハ
椎
茸

�
材

鎌
農
具
ア
レ
ト
モ
観
ル
ニ
足

ラ
ス
□
林
業
別
館
ニ
モ
木
材
木
炭
竹
、
鍬
等
ア
リ

是
亦
極
メ
テ
少
數

本
館
ニ
於
テ
奈
良
縣
ノ
�
材
ノ
如
キ
人
目
ヲ
引
ク
モ
ノ
節
ナ
シ
ノ
長
材
ア
リ

一
水
産
館
本
館
ニ
モ
本
縣
陳
列
ノ
位
置
ハ
宜
シ

陳
列
品
モ
鯣
ハ
少
數
ア
レ
ト

モ
其
他
全
体
寂
寥
ノ
感
ア
リ

井
川
縣
属
ノ
談
ニ
依
レ
ハ
出
品
ノ
出
願
者
多

カ
リ
シ
為
メ
場
所
モ
相
當
ノ
廣
サ
ア
リ
シ
ニ
開
場
五
七
日
前
ニ
至
リ
取
消
願

ヲ
出
シ
タ
ル
ニ
付
不
都
合
ヲ
生
シ
タ
リ
ト

右
ノ
結
果
ニ
テ
ヤ
テ
ン
草
ノ
箱

ノ
如
キ
極
メ
テ
小
形
ニ
テ
観
ニ
足
ラ
ス
鯖
節
殊
ニ
見
苦
シ

本
館
内
ニ
於
テ
ハ
高
知
ノ
珊
瑚
尤
モ
観
ル
ヘ
キ
モ
ノ
價
五
千
圓
ノ
モ
ノ
ア
リ

陳
列
場
ノ
前
人
常
ニ
群
ル

又
宮
崎
縣
ノ
鰤
釣
場
ノ
如
キ
山
口
縣
ノ
捕
鯨
場

（
マ
マ
）

ノ
如
キ
ハ
模
形
ヲ
陳
列
セ
リ

（
マ
マ
）

一
通
信
館
ハ
鉄
道
作
業
局
、
山
陽
鉄
道
會
出
品
ノ
�
車
ヲ
始
メ
�
舩
ノ
模
形
其

至

他
大
八
車
人
力
車
ニ
至
ル
マ
テ
陸
海
運
送
ニ
関
ス
ル
諸
器
具
郵
便
脚
夫
ノ
風

等
甚
ダ
多
シ

猶
鉄
道
作
業
局
ノ
出
品
ニ
係
ル
�
車
ノ
通
過
ス
ル
處
ノ
風
景

ノ
写
真
ノ
如
キ
ハ
請
求
ニ
依
リ
係
員
説
明
ヲ
為
セ
リ

一
機
械
館
ハ
中
央
ニ
東
京
電
燈
會
社
ノ
原
動
發
電
ア
リ
器
械
ヲ
運
轉

燐
寸
ノ

製
造
、
御
法
川
ノ
製
糸
、
製
茶
、
印
刷
、
機
織
等
常
ニ
運
轉
ス

其
他
器
械

（
ニ
脱
カ
）

類
多
本
館
ハ
器
械
ノ
運
轉
ス
ル
故
ニ
ヤ
人
常
多
シ

一
参
考
館
ノ
陳
列
品
ハ
外
国
製
品
ニ
シ
テ
諸
器
械

ベ
ン

ハ
ン
カ
チ
ー
フ
染

糸
等
其
製
作
品
支
那
朝
鮮
ノ
如
キ
陶
器
獣
皮
鳥
ノ
剥
製
等
ア
リ

一
加
奈
陀
館
加
奈
陀
ノ
農
産
物
ヲ
陳
列
セ
リ

果
實
ノ
瓶
詰
等
多
ク
ア
リ
タ
リ

一
ホ
ヲ
ン
館
ハ
外
国
製
器
械
類
ヲ
陳
列
ス

一
動
物
館
ハ
各
府
縣
出
品
ノ
馬
ニ
シ
テ
中
ニ
ハ
價
五
千
圓
ノ
モ
ノ
ア
リ

一
家
禽
室
ハ
未
開

目
下
審
査
室
ニ
充
ツ

美
一
實
術
館
ニ
ハ
園
山
与
一
ノ
牡
丹
ノ
木
彫
ノ
額
、
荒
川
嶺
雲
米
原
雲
海
安
達
某

ノ
木
彫
塩
津
ノ
香
爐
小
村
某
ノ
画
等
本
縣
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

外
ニ
鹿
足

ノ
人
ノ
画
ア
リ

一
肖
像
館
ハ
本
縣
内
田
某
ノ
造
意
ニ
テ
出
品
人
ノ
肖
像
ヲ
掲
ク
ル
考
ナ
リ
シ
由

ナ
ル
モ
出
品
少
ナ
ク
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
ス

依
テ
場
外
ニ
一
館
ヲ
建
テ
陳

列
ス
ト
云
フ

一
体
育
館
ハ
野
天
ニ
種
々
ノ
体
操
器
械
ヲ
据
付
ケ
ア
リ

又
建
物
内
ニ
ハ
参
考

ト
シ
テ
武
器
ヲ
陳
列
ス

具

一
ア
ン
ト
ル
ス
器
械
館
米
国
製
ノ
器
械
即
チ
馬
車
人
力
車
自
轉
車
時
計
等
種
々

ア
リ

美
術
館
補

園
山
与
市
額

牡
丹
ニ
蝶
埋
メ
木

一
八
二

初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
（
六
）（
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
）
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荒
川

童
子
太
鼓
ニ
手
撞
キ
空
氣
球
ヲ
持
つ

�

米
原

童
子
林
檎
ヲ
□
ム
右
手
ニ
テ
右
胸
ニ
ア
テ
持
ツ

ニ

安
達

農
夫
俵
ノ
縄
ヲ
締
ム
縄
ノ
端
ヲ
猫
児
カ
戯
レ
ル

都
ぎ
ぬ
十
二
個
入
五
十
銭
送
料
弐
銭

東
京
神
田
五
軒
町
大
通
寳
順
堂

戦
争
ト
国
際
公
法

三
十
銭
郵
税
十
銭

東
京
小
石
川
区
下
富
坂
町
七
番
地

實
業
協
会

大
根
九
銭
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Works of Fukuoka Tsukinori（6）：
the first Mayor of Matsue City

Research Project on Works of Fukuoka Tsukinori

〔A b s t r a c t〕

Fukuoka Tsukinori(1848−1927), the first Mayor of Matsue City, made efforts to promote

the development of Matsue during his 22 years term of office(1889−1911). He wrote such

official affairs in his pocketbooks. In these documents we can perceive the measures for the

promotion of Matsue, his activity at the time of abolition and amalgation of prefectures and

his inspection of the Fifth National Industrial Exhibition 1903.

Keywords：Fukuoka Tsukinori, the first Mayor of Matsue City,

measures for the promotion of Matsue, abolition and amalgation of prefectures,

the Fifth National Industrial Exhibition 1903
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